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摘要，コ ク ヌ ス トモ ドキ 成虫 は 直立 あ る い は それ に 近 い プ ラ ス チ ッ ク面を登攀 で きず，プ ラ ス チ ッ

ク カ ッ プ の 内部か ら 脱出す る こ とや ，あ る い は外部か ら歩 い て 侵入す る こ と が で きな か っ た．成虫

は深さ 5cm の プ ラ ス チ ッ ク 製放飼 カ ッ プ の 底か ら直接，あ る い は実験容器床面 か ら飛翔上 昇す る

こ ともで きず，実験容器内の 14cm の 高 さ に 開 □ して い る餌人 りの ト ラ ッ プ に 飛翔侵人 す る こ と

もで きな か っ た．一
方，深 さ 5cm の プ ラ ス チ ッ ク製放飼 カ ッ プ の 中心 に 高 さ 13．5　cm の 紙製タ

ワ
ーを立 て た場合，登攀 した コ ク ヌ ス トモ ドキ成虫の 多くは タ ワ

ー
頂点 か ら水平気味に 飛 び出し

カ ッ プ外 の 実験容器床面 に 落下 した．しか し依然 14cm 上 の 餌入 り トラ ッ プ の 開 口 部ま で の飛翔

はで き な か っ た ．こ の タ ワ
ー
登攀 に よ る カ ッ プ か らの 脱出率 は，成虫初期 に お け る餌 の 不在で 高く

な る 傾向が あ っ た．開放状態 （室内）で 高 さ 96cm の 柱上 で 同様の 放虫を行う と。カ ッ プ を飛 び 出

した コ ク ヌ ス トモ ドキ成虫 は 30〜50cm 降下 した後，水平あ る い は上昇ぎみ に 飛 び去 る もの が 多

か った．高所 に 登攀 し尖端 や 角 か ら飛 び 出す こ とが，コ ク ヌ ス トモ ドキ 成虫 の 飛翔 の た め の 必要条

件で あ る と 言え よ う．
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Abstract．　Flight　behaviors 　of 　red 　flour　beetles，　Tribolium　 cast α neum 〔Herbs し），　were 　observed

under 　indoor　conditions 　to　determine 　requirements 　for　fiight　initiation．　 When 　they　were

placed　in　a　plastic　cup （8　cm φ× 5cm ）or　cages （26 × 16 × 19cm 　and 　31xl7 × 21cm ），　they 　did

not 　climb 　the　smooth 　wall 　nor 　toQk　off 　form 　the 　bottom 　to　escape ．　 When 　a　paper 　tower 〔13．5

cm 　height）was 　put 　up 　in　the　cup ，　the　beetles　climed 　the　tower ，　took　off 　the 　top 　and 　fell　down

to　the　cage 　nQor　around ．　 However ，　no 　bectles　were 　observed 　to　perform 　continuous 　flight．

The　mobility 　was 　varled 　among 　insects　tested，　perhaps 　owing 　to　variations 　in　the　physiolog−

ical　corldition 　of 　insects．　 The 　factors　concerning 　were 　not 　determmcd　but　starvatiQrl 　during

early 　days　after 　emergence 　was 　possible　as　one 　or　them．　 When 　the　tower 　was 　p！aced 　96cm

above 　floor，　l　l．4％ of　the　beetles　that　initiatiated　night　fell　down 　to　the　qoor　within 　a　l25 ×

94cm 　area 　arQund ，　and 　88．6％ flew　away 　beyond 　after 　inltial　drops　of　30−50　cm ．　 These

results 　indicate　that　climbing 　to　higher　positions　should 　be　a　prerequisite　for　the　successful

flight　Qf 　this　species ．
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は じ め に

　 製粉工場の 主要 な害虫で あ る コ ク ヌ ス トモ ドキ

は穀物 の 粉砕加工 品に 多 く発生 し， そ の 発生状況

の モ ニ タ リ ン グに は床置きの フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ

が用 い られ て い る． これは成虫 の 移動が通常は床

面 の 歩行によ り行われ る こ とが 多い と考え られる

た thで あ る，実際，床置 きの フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ

や餌 ト ラ ッ プ に は意外 なほど よ く捕獲さ れ る．経

験 で は ， 成虫をガ ラ ス ，プ ラ ス チ ッ ク ， 平滑 な金

属な ど の 容器 に 入れた場合， 蓋が な くて も脱出す

る こ とが な い ．す なわ ち，容器側面の 滑面を這 い

上が る こ とがで きず ， 容器底面か ら舞 い上がれな

い 可能性が高い ．

　 しか し，本種 の 成虫が近縁種 の ヒ ラ タ コ ク ヌ ス

トモ ドキ成虫 と異な り短い距離を飛翔で きる と い

うこ と は テ キ ス ト的文献に もよ く記載され て お り

（吉田 ら，1989；Granovsky，1997），著者自身も

室内に お い て 飛翔中 の 成虫を捕獲 した経験があ る

ほ か，屋外 で も飛翔中の 成虫を捕獲 し た報告 もあ

る （富岡 ， 1998）．さ らに ，野外か ら家屋 に 向か っ

て 多数の 成虫が 飛来 した の で はな い か と思われる

事例 も報告され （富岡 ・ 柴山， 2002）， 同様の事

例が防除業に携わ る入 々 か ら最近多 く伝え られ て

い る． こ れ らの こ とは ，容器 の 底や家屋 の 床面か

ら成虫が飛翔を開始する こ とが困難で は あ る が
，

何 らか の 条件下に お い て 飛翔の 開始が可能で あ る

こ とを示す．

　 た とえ ば，近距離 の 高所に誘引性の食物があれ

ば，滑面に 囲まれ た容器内で も飛 翔を開始 して 飛

来侵入す る の か もしれ な い ．そ の 可能陸を否定す

る よ うな実験的証明 （報文）は な か っ た．

　 Uvarov （1921）は ト ノ サ マ バ
ッ タ Locusta

migratori α の 高密度条件下 で 生長 した個体が群

飛行可能な成虫 とな る こ とを明 らか に して ， こ の

変異を 「相変異」 と称 した．同様な変異 の 研 究は

ウ ン カ類 （Kishimoto ，1956；岸本，
1965 ）で もよ

く知られ て い る．昆虫 の 成虫に 限 らず幼虫が移動

型 に変異する こ と が高密度条件に よ り誘導され る

こ と も知 られ て い る （lwao ，
1962 ；Tsuji，1963｝．

コ ク ヌ ス トモ ドキ の 多数の 飛来に関 して も類似の

検討の 必要 も感 じられた．

　 コ ク ヌ ス ト モ ド キ の 生 態 に っ い て は 伊 藤

（1956a，1956b＞，　Howe （1960，1962），桐谷 ら

（1963），占田 （1976）な ど の 研究が あるが，特 に飛

翔条件 に つ い て 深 く研究 した例 は な い よ うで あ

る．著者は， コ ク ヌ ス トモ ドキ成虫 の餌 に対する

移動や飛翔条件に っ い て の不明な点を明 らか に す

るた め，飼育 して 得 られ た成虫を用 い て実験容器

内お よび室内の 実験を行 っ た ．そ の結果，成虫の

飛翔条件 の
一

端を明 ら か に す る こ とが で きた の で

報告 した い．

材料と方法

供試昆 虫と餌

　使用 した コ ク ヌ ス トモ ドキ は 2005 年に大阪府

内で 採取 し た 後， 室 内で 累代飼 育を行 い，2006

年に羽化 した成虫で あ る．

　 コ ク ヌ ス トモ ドキ飼育お よ び行動実験に使用 し

た餌 は，市販 の 小麦粉 （日清 フ ラ ワ
ー 

薄力小麦

粉 ， 日清フ
ーズ株式会社） と乾燥酵母粉末 （日本

薬局方， エ ビ オ ス
釣

ア サ ヒ ビー
ル 株式会社， 田辺

製薬株式会社） を重量比 9 ：1 と し， よ く混合 し

た もの で ある．

実験器具

　 1） 実験容器

　大型 （底面 辺 31xl7cm ， ヒ部 口 辺 34 × 20

cm ，深 さ 21　 cm ） また は 中型 （底面辺 26　X　l　6

cm ， 上部口辺 28x17cm ，深さ 19cm ）の プ ラ ス

チ ッ ク容器を実験容器と して 用 い た．実験容器 自

体 は成虫の 逃亡を防止す るだ けで ，大 きさ の 違 い

が実験結果に影響 しなか っ た の で ， 以下の 記載で

は 2 種 の 容器を区別 しな い．これ ら実験容器 の 長

辺が 南北を指すよ うに 室内に 設置 し，そ の床面の

中心 に放飼カ ッ プ あ るい は シ ェ ル タ
ーを， 南北壁

面 に 高所 トラ ッ プ を設置 して （図 1）， 上部に ゴ ー

ス 布をか ぶ せ プ ラ ス チ ッ ク製格子蓋 で 押さえた．

　 2） 放飼カ ッ プ と シ ェ ル ター

　成虫の 出発点 と し て ，透明の プ ラ ス チ ッ ク カ ッ

プ （口径 9cm ， 底面径 8cm ， 深 さ 5cm ： 以下

「放飼カ ッ プ」 と称す る）を用 い た．実験 に よ り，

そ の 中に成虫 の 付着 した ベ ニ ヤ 板製の シ ェ ル タ
ー

（図 L5 × 3cm ，厚 さ 3cm の ベ ニ ヤ 板 2 枚 を切
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図 L 　実験容器内 の シ ェ ル ター、放飼 カ ッ プ t 高

　　 所 トラ ッ プ，お よ びペ ーパ ー
タ ワ

ー
の 配置

　　　ヒ： 平面図
．
ド： 1則面図 （縦方向）

　 　 Sh ： シ ェル ター Cu： 放飼 カ ッ プ Tr ： 高

　 　 所 ト ラ ッ プ Pt：
ペ ーパ ータ ワ

ー

　 　 実験容器の サ イ ズ ：

　 　　 大型　底面辺 31 × 17cm ，
　 　　 　　 　 h部 口辺 34x20 　cm ，深 さ 21crn

　　　 中型　底面辺 26× 16cm ，

　　　　　　 上部口辺 28Xl7cm ，深 さ 19　cm

＼ 　3
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図 2．成虫付着用 の シ ェ ル タ
ー

　　 木 の 角 材 の 上下 に べ ニ ヤ 板 を 接着 さ せ た も

　　 の を水平に 青 い て 使 用

り口 8 × 8cm の 角材を挟ん で 接着 し た もの ）を

水平に入れた場合 と， シ ェ ル ターな しに成虫だけ

を入れ た場合とあ る．一
部の 実験で は出発点 と し

て 成虫の 付着 した シ ェ ル タ
ーを直接実験容器 の 床

上 に設置 した （図 2）．な お，こ の 放飼 カ ッ プ の 側

壁を成虫が登 る こ とは不可能で あ っ た．

　 3） 高所 トラ ッ プ

　成虫を誘引 し飛来させ る目的で，小型円筒 ケー

ス （市販 フ ィ ル ム ケース ， 口径 3cm ， 底面径 2．9

cm ，深 さ 5cm ）に新 しい 餌 3g を入れ，実験容

器の 床面か ら離 して 南北両壁面に 1個ず つ 取 り

付け 「高所 ト ラ ッ プ」 と した．高所 ト ラ ッ プ の ヒ

方開口 部 の 高 さ は実験容器床面 か ら 14cm で ，

放飼 カ ッ プ内，ある い は実験容器床面の 成虫が飛

図 3． ペ
ーパ ー

タ ワ
ー

の 展開図 と放飼 カ ッ プ内設

　　 置図

　　 左 ： ペ ーパ ータ ワ
ーの 展 開図 （カ

ー
ト ン

　　　　 紙）．折 り曲 げて 使用

　　 右 ： 中央 で 折 り 曲 げて 立 て た ペ ーパ ータ

　　 　　 ワ ー．尖端 の 高 さ 13．5cm

　　　　 放飼 カ ッ ァ は 透明 プ ラ ス チ ッ ク製 上

　　　 径 9　crrL，底径 8cm ，深 さ 5cm

翔 しな けれ ば こ の 高所 ト ラ ッ プ に は入れな い よ う

に設置した．

　 4） カ ッ プ内の ペ ーパ ータ ワ ー

　放飼 カ ッ プ 内 に，カ ッ プ の 深 さ の 3倍近 い

（13．5　cm ）高さ の カ ー
ト ン 紙製 タ ワ

ーを立 て て 成

虫を 自由に 登 らせ る実験 を行 っ た．タ ワ
ーは カ ー

ト ン 紙を図 3 左の 四辺形 （展開図）に カ ッ トし，

最長の対角線で 縦折りに した もの で あ る．長い 三

角形 の 尖端が頂点 とな り ， そ れ が カ ッ プ の 中央 の

真上 に な るよ うに タ ワ
ーを立て て 使用 した （図 3

右）．

実験 と観察

　実験は 2006 年 7〜9 月に行 っ た，

　 1） カ ッ プ内の 行動

　餌あり，ある い は餌 な しの 放飼カ ッ プ内に シ ェ

ル タ
ー

と成虫を入 れ て ，日常 の成虫の行動を 目視

で 観察 した．

　 2） 実験容器床上の 移動

　成虫の 定着 した シ ェ ル タ
ーを実験容器床の 中心

に 置き，実験容器の 床を 自由に歩き回る成虫が ど

の よ うに 移動するか ， 実験容器の 底面を （目視で）

南北に 2 ブ ロ
ッ ク に分割 し，各ブ ロ ッ クお よび シ

エ ル ターに分布す る虫数を定期 的に 数 え た．ま

た，高所に配置 した餌 ト ラ ッ プ に飛来侵入するか
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を観察 した．1 群 の 成虫か ら 20 匹 ず っ シ ェ ル

タ ーに定着させ て使用 し，繰 り返 し 3 区を設 けた

（図 IA）．

　 3） 放飼カ ッ プ内の タワ ー
の効果

　 実験容器床の 中心 に成虫を入れ た餌な しの放飼

カ ッ プを設置 し， カ ッ プ内に カ ッ プ の 深 さの 3 倍

弱の タ ワ
ーを立て て 成虫が 自由に登れる よ うに し

て
， 高所に 配置 した餌 トラ ッ プ に飛来侵入で きる

か，あ る い は成虫が カ ッ プか ら脱出で きるか を調

べ た． タ ワ
ー

を立て な い放飼カ ッ プを無処理 区と

した （図 IB
，
　C）．繰 り返 し として 飼育歴の 異な る

AB 　2 群 の 成虫に っ い て 同 じ 日時 に 実験を行 っ

た．A 群 は実験開始当時 の 羽化後 日齢 が 0〜 19

日，飼育中 （餌の あ る）カ ッ プか ら入手した もの ，

B 群は 日齢 13〜18 日，10 日間間絶食状態 で あ っ

た もの で ， 各区それ ぞれ 40 匹を供試 した．

　 4） カ ッ プ内放飼密度と脱出との関係

　 1 群の成虫を分割して ，餌な しの放飼カ ッ プ内

に入れ る成虫数 を 20，　60，180 匹 の 3種類 と し，

そ れ ぞれ を実験容器床 の 中央 に設置 した後，カ ッ

プ 内に タ ワ
ー

を立て （図 IC ），そ の 後カ ッ プ外に

脱出す る成虫数および高所に 設置 した餌 トラ ッ プ

へ の 飛 来 の 有 無 を観察 した．（放飼カ ッ プ 内 に

シ ェ ル タ
ー

を使用）（7 月 1 日，餌 20g に成虫 38

匹接種，3 日聞産卵 ， 接種後 45 日まで に羽化 した

成虫を 8 月 14 日 に 使用）（実験中の 室温 ： 30 〜

31℃）．

　 5） 幼虫時代の 棲息密度の影響

　幼虫時代の 高密度飼育 に よ り相変異的 に成虫 の

飛翔能力が変化す るか調 べ るため，接種する親世

代成虫数の 多寡で 各飼育密度区を作り， 得 られ た

次世代成虫 を放飼 カ ッ プ に放 した．

　実験 A） 10g の 餌に 3 匹 の親成虫を 7月 4 日

に接種 して 17 日間産卵させ た飼育 カ ッ プ 4 個 の

うち，次世代羽化成虫が少な い ほ うの 2 個を低密

度区 AB と し，一方 10g の 餌に 20 匹の 成虫を

接種 して 17 日間産卵 させ た飼育カ ッ プ をそ れぞ

れ高密度区 と した．ただ し，高密度 の 飼育 カ ッ プ

内で は接種後 37 日目 （親成虫除去後 20 日目）に

高密度 の次世代幼虫 の ため餌の 食い 尽 く しが見 ら

れた の で 5g の 餌を追加 して飼育した．したが っ

て
， 変 則的 で あるが 高密度区 A は 15g の 餌に

20 匹とな る。

　 8月 21 日，接種後 48 円後 まで に羽化 して い た

次世代成虫 を餌 な しの 放飼カ ッ プ に 各 50 匹ず っ

入れ て 実験容器中心 に設置 した 後，
カ ッ プ内に タ

ワ
ー

を立て て （図 1C ），そ の 後 カ ッ プ外に脱 出す

る成虫数お よ び高所 の 餌 ト ラ ッ プへ の 飛来の 有無

を観察 した （放飼実験中の 室温 ： 30〜31℃）．各

区の 羽化総数 は 8 月 27 日 （接種後 56 日目）まで

の 数で示 した．高密度区で は密度依存的に幼虫時

期 の 死亡率が 高ま り （餌不足な ど）， 接種成虫数の

割に羽化個体数が 少なか っ た．

　 実験 B）2g の 餌 に 2 匹の 親成虫を 7 月 18 日

に接種 して 13 日間産卵 させ た フ ィ ル ム ケ ー
ス 6

個か ら餌を取 り出し飼育カ ッ プ 6 個に 移し， 新し

い 餌を 各カ ッ プ に 8g 追加 し成虫発生数の 少な

い 2 個 の 成虫を低密度区 と した．同様に フ ィ ル ム

ケース の 2g の 餌 に成虫を 各 10，20，30 匹接種

して 13 日間産卵させた餌 を飼育 カ ッ プに移 して

各 8g の 新し い 餌を追加 した もの 3 区を高密度

区と した．9 月 19 日 ， 接種 63 日後 まで に 羽化 し

て い た次世代成虫を餌な し放飼カ ッ プ に 各 30 匹

ず つ 入れ て 実験容器 の 中心に設置 し，カ ッ プ 内に

タ ワ
ーを立て て （図 1C ）， そ の 後カ ッ プ外に脱出

す る成虫数お よ び高所の餌 ト ラ ッ プへ の 飛来の 有

無 を観察 した （放飼実験中の 室温 ： 26〜27℃）．

各区の 羽化総数 は 9 月 25 日 （接種後 69 日目）ま

で の数 で 示した．高密度区で は密度依存的死亡率

が高く （餌不足な ど），接種成虫数の 割に 羽化個体

数が少な い こ とは実験 A）と同様で ある．

　 6） 放飼 カ ッ プ内の餌の 有無の 影響

　異 なる飼育カ ッ プ か ら得た AB 　2 群に つ い て ，

それぞれ放飼カ ッ プ 内に少量の新 しい 餌がある区

と な い 区を作 り， 餌の ある 区に は直径 28　cm ，深

さ約 1cm の 浅い ト レ イ に 餌約 0．6　g をす り切り

状態で入れ た もの をカ ッ プ の 底 に置い た．A 群 は

実験開始時 の 羽化後 Er齢は 17〜24 日で 絶食は な

く， B 群 は実験開始時の 羽化後 日齢が 13〜24 日

で 13 日間絶食 した もの で ある．

　1 カ ッ プ に 40 匹を入れ て 実験容器の 中央に設

置 し，30分後カ ッ プ内 に タ ワ
ー

を立て （図 IC），

そ の 後カ ッ プか ら脱出す る成虫数 と高所の 餌 ト

ラ ッ プ へ の 飛来の 有無を調 べ た （9 月 1 日，実験
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中の 室温 ； 27〜28℃）．

　7） 室内支柱上 に保持された カ ッ プか らの脱出

　実験 3〜6 で 成虫が タ ワ
ーを経て カ ッ プ外 に脱

出する こ とを発見 し た が，実験容器内で はそれ以

上 の 行動が制限 され て い るよ う に 思われ た の で，

放飼カ ッ プ を直接室内 の 高所 に 設置す る実験を

行 っ た．室内に 125x94 　cm の 白紙 を敷 きt そ の

中心 に高 さ 96cm の支柱 （段ボ ー
ル 製，水平断面

10．5x8 ．5　cm の 四角柱） を立て，そ の 頂上に 44

匹 の 成虫 を入れ た放飼 カ ッ プを置 き，カ ッ プ 内 に

ペ
ーパ ー

タ ワ
ーを立て て成虫の 脱出状況，すなわ

ち成虫の 脱出率の推移 ， 飛翔の 有無， 飛翔方向，

落下地点を観察した （8 月 17 日， 実験中の室温

31℃）．

結果および考察

　1） カ ッ プ内の行動

深 さ 5cm の 放飼 カ ッ プ 内に 餌お よ び シ ェ ル

タ
ー

と と もに 入 れ られた 成 虫 は，日没前 ま で は

シ ェ ル ターに集合静止 し， 日没前後か ら活動状態

とな り ， 夜中に は シ ェ ル タ
ー上や 餌の 表面で 盛ん

に歩行活動を行 っ た．一
方， 餌の あるな しに かか

わ らず ， 成虫 は放飼 カ ッ プか ら外 に脱 出で きな

か っ た．

　2） 実験容器床上 の 移動

　実験容器床の 中心 に成虫の 定着 した シ ェ ル ター

を置 き，成虫の分布状態を 3 日間観察 した結果を

図 4 に 示す．成虫 は実験容器の 床を 自由に歩きま

わ るが ， 高所に設置した餌 ト ラ ッ プ に飛来侵入す

る個体は な か っ た ．また実験容器床上で は南側

（明る い 方向）に移動 し，滞在す る傾向が認 め られ

た．

　3） 放飼カ ッ プ内の タ ワーの効果

　放飼 カ ッ プ の 中心 に高 さ 13．5cm の 紙製 タ

ワ
ー

を立て 40 匹 の 成虫が 自由に 登れ る よ う に し

た 場合 で も， 実験容器 内の 高所 に 設置 した餌 ト

ラ ッ プ に飛来侵入 した個体はな か っ た． しか し，

タ ワーに登 っ た成虫 の 多 くが タ ワ
ーの頂点か ら水

平気味に飛び 出し， 30〜80 ％ が放飼 カ ッ プ外 の

実験容器床面に落下 した ．
一

方，タ ワ
ー

を立て て

い な い無処理 区の 放飼 カ ッ プか ら脱出で き る成虫

は全く見 られ なか っ た （図 5 左）．ただ し， タ ワ
ー
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図 4．実験容器床上 シ ェ ル ターか らの 成虫移動

　　 各区 20 匹．繰 り返 し 3 区の 結果。気温 28〜

　 　 30℃，

　　 高所 ト ラ ッ プ に 侵入 した 個体 は なか っ た，

があ っ て も，すべ て の 成虫が放飼 カ ッ プ外に脱出

す る わ け で はな く，脱 出率 は 成虫群 A と B で 異

な っ て い た．

　開始 時 ま で の 絶 食期 間 も 日齢 も B が 数 日多

か っ た の で ， 念 の ため
， 同 じ AB 両群 を 8 日後に

回収 し，前回 タ ワ
ーを与 えなか っ た無処理区もタ

ワ
ーを与え て （各 カ ッ プ 30 匹 で ） 再度実験 した

とこ ろ，前回 と類似の 脱出率の 差 （A ＜ B）が観察

され た （図 5 右）．すな わち，タ ワ
ー

の 設置に よ り

脱出が 可能に な る こ と は明 らか で あ る が，脱出率

に は供試虫群に よ る差が あ る と言 え る．

　4） カ ッ プ 内放飼密度と脱出との 関係

　 タ ワ
ー入 り放飼 カ ッ プ内の 成虫数が カ ッ プか ら

の 成虫の 脱出率や高所の餌 ト ラ ッ プ へ の 飛来に影

響 を与え る か ど うか調べ るた め に ，一群の 成虫を

20，60，180 匹 の 3 カ ッ プ に 分割 して 実験 した結

果を図 6 に示す．そ の 結果，
い ずれの 区 も成虫数
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図 5．放飼 カ ッ プ内の タ ワ
ー

の 効果 （カ ッ プ 脱出成虫数，累積％ ）

　　 上 ： A 群．羽化後 0〜19 円目の 成虫．餌 か ら取 り出 され実験開始 （8 月 27 日） まで 餌あ り

　　 下 ： B 群．羽化後 13〜20 日 目の 成 虫．実験開始 （8 月 27 日）前 10 日間餌なしで経過．
　　 左 ： タ ワ

ー
有無 の 比較 （各区 40 匹使用．気温 28〜2g℃ ）

　　 右 ： 左図成虫を回収 し， 餌 を与 え ず 3 日後再実験 （左図 の 対照区 に もタ ワ
ー

を立 て，各区 30 匹，気温 27〜
　 　 　 　 28 ℃ ）

　　 高所 トラ ッ プ に 侵人 した 個体 は な か っ た
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図 6．放飼 カ ッ プ （タ ワ
ー

付）内成虫密度と成虫

　 　　の カ ッ プ脱出率 との 関係

　　 羽化後 0〜7R 後の 成虫を使用，気温 30〜
　 　 31℃

　　 高所 ト ラ ッ プ に 侵入 した 個体は な か っ た
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一

密度 に 関係 な く カ ッ プか らの 脱出率 は 高か っ た

が，高所 の 餌 ト ラ ッ プ へ の飛 来 は見 られ な か っ

た．脱出の途中経過 も大差 な く， 80〜95％ が脱

出し，そ の ほ と ん どが タ ワ
ー

を設置 した 19時か

ら翌朝 9 時ま で （特に最初 の 数時間の うち） に脱

出した．

　 5） 幼虫時代の 棲息密度の影響

　「相変異」的な 飛翔移動能力の 変化が 生ず るか

ど うか調べ た結果 は以下の とお りで ある．

　各飼育密度区か ら得 られ た成虫 を放飼 カ ッ プ に

入れ，タ ワ ーを設置 して か ら 6 日経過 して も， 放

飼 カ ッ プか らの 脱 出は見 られた が ，高所設置の餌

ト ラ ッ プ に飛来侵入する個体 はなか っ た、すなわ

ち ， 高 い 幼虫密度で 生育して も， 飛翔性 の 向上 は

確認 で きなか っ た．

　 ま た 6 日目まで の 放飼 カ ッ プ脱 出成虫数 （％）

の 経過 を図 7 に示す．こ の 結果に よれ ば，一
見幼

虫時代 の 生息密度が高い と成虫 の カ ッ プ脱出速度

や脱出率が高か っ た場合と （図 7 上 ，30 ℃ で ），
一一見 逆 の 関係が 示 さ れた 場合 とが あ っ た （図 7

下，25〜27℃ で）．すなわち，カ ッ プ か らの 脱出

を促進する効果 に つ い て は，今回の 実験で は 一定

の 傾向が 得 られ な か っ た．

　 6） 放飼カ ッ プ内の 餌の 有無の 影響

　 タ ワ
ー

っ き放飼カ ッ プ に餌が あ る場合とな い場

合 の 比較を実験容器内で 行 っ た結果を図 8 に 示

す．実験当日の 餌の有無 の 影響と して ，繰 り返 し

AB どち らの群で も餌を与え られ た カ ッ プ の 脱出

率 の 方が 餌な しの カ ッ プ の それ に 比 べ て 約 3 割

低 くな っ た．すなわ ち， 本来脱出す べ き個体で も，

当 日餌が あれば放飼カ ッ プ か らの 脱出をや め る個

体が 3 割生じて い る と言えよ う、こ の場合も高所

に 設置 した餌 ト ラ ッ プ に 飛来侵入す る個体 は な

か っ た．

　繰 り返 しと して AB 　2 群の 成虫を同日時に 用い
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図 7．幼虫時代 の 棲息密度 と成虫 の 放飼 カ ッ プ

　　 〔タ ワ
ー
付）脱出率 との 関係

　　 上 ： 餌 10g に 17 日間投人 した 親成虫数 で

　　 　　 幼虫密度 を規定．た だ し20 匹区 は 37
　　　　 日 目に 餌 5g を追加 （食い 尽く しの た

　　　　 め ）．羽化 の 実数： 20 匹区 258 ，3 匹区

　　　　 A203 ，3 匹 区 B149 ．各区 50 匹 使凧

　　 　　 気温 30℃，

　　 下 ： 餌 2g に 13 日 間投入 した 親成虫数 で

　　　　 幼虫密度 を規定．13 囗 囲に 全区を 各餌

　　　　 8g に 移設．羽化実数 ： 30 匹区 68，20

　　 　　 匹区 189，10 匹区 72，2 匹区 a85 ，2 匹

　　　　 区 b86． 各区 30 匹 使 用．気温 25〜

　 　 　 　 27℃．

　　 高所 ト ラ ッ プ に 侵入 した個体 は な か っ た，

た が，脱出率に は AB 両群間に 差があ り，
　 A 群 の

脱 出率 は B 群 の 半分程度 で あ り，当日 の 放飼カ ッ

プ 内の 餌 の 有無に 関係な く ， 両群間に脱出行動に

差 が あ る こ と が 示 さ れ た．脱 出率が 低か っ た A

群 は羽化に 引き続き実験 開始 日ま で 摂食 し て お

り， B 群 は 13 日間の絶食 を強い られ て い た，同

様の こ とは図 5 の 実験で も認め られ ， 実験開始以

前 の 特 に成虫初期 に お け る摂食の 有無が脱出傾 向

に影響す る可能性を示唆する，

　 7） 室内支柱上 に設置 され た カ ッ プか ら の 脱出

　実験容器内で は な く，室内の 高 さ 96cm の 支

柱 の 上 に成虫 44 匹 の 入 っ た放飼カ ッ プ を置き，

そ の 中 に タ ワ
ー

を設置 した場合 （図 9），1 時間以
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図 8．放飼 カ ッ プ （タ ワ
ー
付）内 の 餌 の 有無 と成

虫 の カ ッ プ 脱出率 と の 関係

上 ： A 群 ， 羽化後 17〜24E 目の 成虫．実

　 験開始 （9月 1 日） まで絶食な し．

卜
．
： B 群，羽 化後 13〜24 日 目 の 成 虫 実

　 　験開始 （9 月 1 日） ま で に ユ3 日 間餌 な

　 　 しで 経過．各区 40 匹使用．同 凵時 に 実

　 　験．気温 27〜28℃ ．

高所 ト ラ ッ プ に 侵入 した 個体 は な か っ た．

内 に タ ワ
ーを経て 成虫 35 匹 （79．5％）が脱出 した

が ， 脱出個体 の 75％ は最初 の 25 分間に 脱出し

た （図 10）．脱出個体 35 匹の うち ，支柱 の
一
ドに敷

い た 1，250mm × 940 　mm の 白紙上に 落下 した個

体 は 4 匹 （ll．4％）で あ り，落
一
ド個体の 飛び出 し方

向 は ラ ン ダ ム で あ っ た．残 りの 31匹 （88．6％）は

飛翔 して 白紙 の 範囲外に 去 り，着陸を確認 で きな

か っ た．飛行軌跡を目視で きた個体 5 匹は，飛び

出して 3Q〜50・cm 下降した後，水平あ る い は上

昇 ぎみ に 飛翔 した が，飛行速度が速 く lm 以上

追跡で きなか っ た．飛行方向は南西 ， 南， 南東と

ガ ラ ス 戸 の ある明る い 方向で あ っ た （表 1）．

　実験容器内で も タ ワ
ー

用 い れ ば，成虫が放飼

カ ッ プ か ら脱 出で きたが，実験容器 14cm 高所

の 餌 ト ラ ッ プ に 飛来侵入 は で きなか っ た．そ れ

は，タ ワ
ー

の 先端や 縁か ら横に 向か っ て 急速 に飛

び出 50　cm 下降 して か ら水平 な い し上昇飛行 に

移る た め，せ ま い 実験容器内 で は上昇する前 に 床
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図 9　放飼 カ ノ ブ （タ ワ
ー付）を高さ 96cm の 支杠の 上に の せ た 成虫脱出夫 験

　　　＃　室内に設置 （室温 31℃ ）

　　　右 タ ワ
ー

の 尖端 に 登 っ た 成虫
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　表 1　 支柱上 の 放飼 カ ノ ブ （タ ワ
ー

付） か らの 成

　　　　虫 の 洛 下 と飛 ひ 去りの 方向 に 関す る テ
ー

タ

紙上落下個体 テ
ータ

設置後
　　　　 時　刻　　個休数
〔分）

中心 か b の 方向 と

　 距離 （cm 〕

lll6515314　2614
　3114

　0614

　08

1111 北北西

南南東

　北

　西

92743341

　 　 　 　 　 　 　 　 　 時刻／ 経過 時間（分）

図 10　 支柱 iの 放飼 カ ノ ブ （タ ワ
ー
付） の 中の 成

　　　 虫 の 脱出に 伴 っ 残留数 の 径 過

　　　 成虫 44 匹 を 使 用 〔8 月 17 日 気儡 31℃ ）

面 に 落下せ さ る をえ なか っ た た め と判明 した

　 8） 結論

　以上 の 実験結果 は，コ ク ヌ ス トモ トキ成虫か床

上か らな と水平面か ら真上 に舞い上か る こ とは不

可能て あ り，高所に 登攀した後に尖端や角か ら横

に 向か っ て 飛ひ 出 し，飛翔力不足な とて 若干下降

飛 ひ 去 り方向確認個体 の テ
ー

タ

設 置後
　　　　 時 刻 　個体数 　方 角
（分 ）

5
ρ
Oq

ゾ
0
尸
O

　

　

　

ll

14 　2014

　2114
　2414
　2514

　30

l1111 南西 へ

南 へ

南西 へ

南東 へ

南西 へ

い すれ もい っ た ん 30〜50cm 降下 しそ の 後，水平気

味に 飛刻 した か，す く （1m 以内 て ）見失った

真南の レ ース カー
テ ノ に は付看せす　そ の 横 の 厚布

カ
ー

テ ノ か ，家具 の 方向に 向か っ た
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した後に 水平あ る い は上昇飛翔する こ とを示 して

い る．成虫は垂直ある い は急峻な滑面を登攀で き

な い が，ケ ン ト紙や ベ ニ ヤ板な ど容易に 登攀す る

の で ，自然界の ，あ る い は人工物の 多くの 物体の

表面を登攀 し必要に 応 じて 飛翔 で きる もの と思わ

れ る．

　 しか し，登攀 した個体の すべ て が飛翔する の で

はな く飛翔 しな い 個体も認め られ た．こ の タ ワ
ー

登攀に よ る放飼カ ッ プ か ら の脱出率は ，成虫初期

の餌の 不在で 高 くなる可能性が認め られ た．登攀

する成 虫 自体 の 個体数密度 は脱 出率 に影 響 しな

か っ た．幼虫時代の 棲息数 （親成虫の 投入数）が

高密度で あ っ て も，羽化成虫 の 飛翔性 の 向上 は認

め られなか っ た．

　登攀する時点で 近 くに 少量 の 新 しい 餌が存在す

る場合 は 存在 しな い 場合 よ り脱出率が 3 割 ほ ど

低下 したが，そ れ で も脱出す る個体が 7割 あ り，

脱出行動 の す べ て が脱 出時点 で の 餌 の 欠如 に よ っ

て 引き起 こ され るわ けで は な い こ とを示 して い

る．
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